
平成17年�

発行／中標津町役場�
　　　　〒086-1197　北海道標津郡中標津町丸山２丁目22番地�
　　　　総務部総務課広報・調査係�
　　　　TEL 01537-3-3111　FAX 01537-3-5333

HOKKAIDO
NAKASHIBETSU-CHO

1
No.505
2005

中標津町ホームページの�
ＵＲＬは　http://www.nakashibetsu.jp　�
メールは　nakasi- t＠aurens.or.jp�

携帯サイトは　http://j.nakashibetsu.jp/



2

中標津町長�

西　澤　雄　一�

　
町
民
の
皆
様
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
平
成
十
七
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
昨
年
九
月
末
に
新
出
前
町
長
の
後
を
受
け
、
町
長
と
な
り
三
ヶ
月

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
町
政
の
進
展
に
滞
り
が
な
い
よ
う
、
日
々
新

た
な
気
持
ち
で
町
政
を
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
イ
ラ
ク
及
び
周
辺
の
中
東
情
勢
、

ロ
シ
ア
国
内
の
学
校
人
質
事
件
な
ど
無
差
別
テ
ロ
の
続
発
に
よ
り
国

際
社
会
の
平
穏
が
損
な
わ
れ
、
今
な
お
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
状
況
で
も
あ
り
ま
す
が
、
夏
季
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
の

日
本
選
手
団
の
活
躍
、
日
本
と
も
深
い
関
わ
り
の
ロ
シ
ア
及
び
ア
メ

リ
カ
の
大
統
領
選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
国
内
で
は
、
台
風
に
よ
る
各
地
で
の
被
害
の
続
発
や
新
潟
県
中
越

地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
な
ど
、
日
本
各
地
で
災
害
に
よ
り
大
き
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
経
済
面
で
は
雇
用
環
境
は
全
国
的
に
明

る
さ
が
見
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
道
で
は
未
だ
そ
の
兆
候
が
見
ら
れ

ず
、
依
然
厳
し
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。�

　
昨
年
は
、
例
年
に
無
い
猛
暑
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
町
の

基
幹
産
業
の
酪
農
は
生
乳
生
産
も
堅
調
に
推
移
し
、
地
域
経
済
の
大

き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
七
店
舗
で
構
成
す
る
複
合
施
設
が

郊
外
の
国
道
沿
い
に
十
一
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
の
夏
に
は

街
の
中
心
地
に
あ
り
ま
す
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
郊
外
に
移
転

を
目
指
し
て
お
り
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
を
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。
　
　�

　
一
方
、
十
月
に
は
世
帯
数
一
万
世
帯
の
突
破
、
十
一
月
に
は
人
口

二
万
四
千
人
の
突
破
と
、
過
疎
化

が
進
む
町
村
が
多
い
中
で
は
世
帯

数
、
人
口
共
に
僅
か
で
す
が
増
え

続
け
、
活
力
が
あ
る
町
と
し
て
道

内
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。�

　
羅
臼
町
と
の
合
併
は
、
昨
年
十

一
月
末
の
住
民
投
票
の
結
果
に
よ

り
断
念
し
ま
し
た
が
、
市
町
村
再
編
は
今
後
も
検
討
に
値
す
る
課
題

で
あ
り
ま
す
。
地
方
分
権
が
進
展
さ
れ
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の

原
則
に
加
え
、
自
己
負
担
を
行
う
な
ど
地
域
経
営
へ
の
変
革
が
求
め

ら
れ
て
き
て
お
り
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
あ
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
様
に
も
あ
る
程
度
の
我
慢
と
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
平
成
十
七
年
度
の
国
の
政
府
予
算
案
が
暮
れ
に
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
国
の
行
財
政
改
革
と
し
て
地
域
の
真
の
自
立
を
目
指
し
、
国
か

ら
地
方
へ
の
権
限
委
譲
、
道
州
制
の
推
進
、
特
に
三
位
一
体
の
改
革

で
は
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税

へ
の
税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
改
革
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
層
の

厳
し
い
緊
縮
型
の
予
算
で
あ
り
、
地
方
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
極
め

て
大
き
い
と
予
想
さ
れ
、
町
の
行
財
政
運
営
は
極
め
て
厳
し
い
も
の

と
な
り
ま
す
が
、
自
立
に
向
け
て
町
民
の
皆
様
と
共
に
最
大
限
の
努

力
を
傾
け
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。�

　
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。�

�
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中標津町議会議長�

萬　　　和　男�

　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
輝
か
し
い
平
成
十
七
年
の
新
春
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
迎
え

ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
昨
年
は
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
ど

も
町
議
会
議
員
は
町
政
発
展
の
た
め
町
民
の
付
託
に
応
え
、
全
力
を

尽
く
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
中
標
津
町
議
会
、
議
員

に
対
し
ま
し
て
、
叱
咤
激
励
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。�

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
道
東
地
方
が
大
雪
に
見
舞

わ
れ
、
各
地
で
道
路
網
が
寸
断
し
、
除
雪
な
ど
も
含
め
社
会
生
活
に

多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
融
雪
時

期
は
例
年
並
と
な
り
、
そ
の
後
の
温
暖
な
気
候
に
よ
り
農
作
物
の
生

育
も
順
調
に
推
移
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
全
国
的
に
は
、
あ
い
つ
ぐ
台
風
の
上
陸
や
新
潟
県
中
越

地
震
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
多
く
の
国
民
の
生
命
財
産

が
奪
わ
れ
、
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。�

　
私
た
ち
の
町
に
お
い
て
は
、
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
き

な
被
害
も
な
く
経
過
し
ま
し
た
。
財
政
面
で
は
、
各
地
の
災
害
復
旧

事
業
が
最
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
交
付
税
の
大
幅
減
額
の

方
向
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
影
響
は
免
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
国
が
進
め
て
い
る
「
三
位
一
体
改
革
」
の
推
進
に
よ
り
、

新
年
度
の
交
付
税
も
大
幅
な
減
額
が
予
想
さ
れ
、
痛
み
の
み
が
強
調

さ
れ
る
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
羅
臼
町
と
の
合
併
が

不
成
立
と
な
り
、
合
併
特
例
債
の
活
用
も
な
ら
ず
、
公
共
事
業
費
の

大
幅
減
額
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
は
町
民
の

皆
さ
ん
が
選
択
し
た
こ
と
で
あ
り
、
共
に
厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
議
会
と
し
て
は
、
議
員
定
数
の
削
減
を
前
提
と
し
た
特
別
委
員
会

を
自
ら
設
置
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

議
会
費
の
削
減
を
議
員
自
ら
提
案
を
し
、
歳
出
の
縮
減
に
も
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
今
後
、
地
方
分
権
の
進
展
に
と
も
な
い
、
議
会
の
役
割
は
益
々
重

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
た
ち
議
員
は
情
報
公
開
の
原
則
に
立

ち
、
町
民
に
開
か
れ
た
透
明
性
の
高
い
議
会
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
認
識
に
立
ち
、
民

主
的
な
議
論
に
よ
る
政
策
決
定
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
そ
の
為
に
も
、
常
に
議
会
改
革
に
努
め
、
町
民
皆
さ
ま
の
意
思
が

町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民

皆
さ
ま
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。�
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広報紙の表紙写真は、前月の主な出来事や時期に合ったものの中から選

定し掲載しています。�

今月号では、広報「中標津」の「顔」である表紙写真とともに2004年を

振り返ってみました。�

今年も１年間、広報「中標津」をご愛読いただきますようお願いします。�

【2004.１月号】�
表紙写真�
「雪化粧した早朝の丸山公園」�
１月の主な出来事�
５日　前年12月オープンした

中標津町運動公園スピ
ードスケート場で初の
公式大会開催�

７日　中標津町成人式�
８日　中標津消防団出初式�
13日　公共情報端末（キオス

ク端末）が町施設８箇
所で稼動開始�

22日　中標津町表彰式�
29日　第１回中標津町・羅臼

町合併協議会�

【2004.2月号】�
表紙写真�
「運動公園スピードスケート場�
　　　　初の公式大会開催」�
２月の主な出来事�
7～8日　第29回なかしべつ冬ま

つり�
20日　第２回中標津町・羅臼

町合併協議会�
22日　中標津町全町内会連合

会女性部10周年記念研
修会�

26日　なかしべつ景観フォー
ラム�

29日　第12回中標津町福祉
のつどい�

【2004.3月号】�
表紙写真�
「第29回なかしべつ冬まつりの
　　　　雪上ジャンボサッカー」�
３月の主な出来事�
1～24日　町内各小学校・中学校・

高等学校卒業式�
７日　なかしべつふれあいフ

ェスティバル�
25日　第３回中標津町・羅臼

町合併協議会�
27～30日　全国スポーツ少年団交

流大会（鹿児島市）で
丸山ファイターズバレ
ーボール少年団が全国
大会準優勝の成績を上
げる�

【2004.4月号】�
表紙写真�
「中標津中学校卒業式」�
４月の主な出来事�
１日　中標津空港発着の中標

津－丘珠線が１日２往
復から３往復に増便�

6～12日　町内各小学校・中学校・
高等学校入学式�

21日　リサイクルセンター「く
るっと」落成式（本格
稼動は７月から）�

26日　第４回中標津町・羅臼
町合併協議会�

30日　道営競馬場外馬券場「
Aiba中標津」開所式�

【2004.5月号】�
表紙写真�
「丸山ファイターズバレーボール
　　少年団全国大会準優勝」�
５月の主な出来事�
10日　第５回中標津町・羅臼

町合併協議会�
21日　第６回中標津町・羅臼

町合併協議会�
27日　中標津町植樹祭�
28日　東京中標津会ふるさと

帰省ツアーを記念して、
丸山公園に桜を植樹�

30日「ごみゼロの日」清掃奉
仕活動�

　〃　道東ラジコンフェステ
ィバル�

【2004.6月号】�
表紙写真�
「日本列島最後のサクラ�
　　　（町立武佐小中学校）」�
６月の主な出来事�
11日　市町村合併講演会�
24日　第７回中標津町・羅臼

町合併協議会�
25日～第20回参議院議員通

常選挙期日前投票開始
（７月10日まで）�

27日　町民公開講座（介護・
痴ほうをあきらめない
で）�

28日～中標津町・羅臼町合併
住民意見交換会（町内
全４ヶ所で開催（７月
２日まで））�
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「広報中標津」の表紙で�

　       2004年を振り返ってみました�

【2004.7月号】�
表紙写真�
「夏山シーズン到来（標津岳山開き）」�
７月の主な出来事�
１日　リサイクルセンターの

本格稼動に伴い、資源
ゴミの分け方・出し方
が変更�

11日　第20回参議院議員通
常選挙投票日（即日開
票）�

13日　第８回中標津町・羅臼
町合併協議会�

21日　第９回中標津町・羅臼
町合併協議会�

24～25日　フレンドリーサマーキャンプ�
30日　大相撲中標津場所開催�
�

【2004.8月号】�
表紙写真�
「27年ぶりの大相撲一行が来町」�
８月の主な出来事�
９日　第10回中標津町・羅臼

町合併協議会�
13日　大平原花火大会�
14～15日　なかしべつ夏まつり�
24日　中標津町長・町議会議

員選挙告示日（期日前
投票25日～28日まで）�

29日　中標津町長・町議会議
員選挙投票日（即日開
票）�

31日　中標津町長・町議会議
員選挙当選証書付与式�

�

【2004.9月号】�
表紙写真�
「なかしべつ夏まつりの�
　　　　東西対抗綱引き大会」�
９月の主な出来事�
５日　じゃがいも伯爵まつり

＆ふれあい広場�
10～26日　町内各地区で敬老会開

催�
14日　第11回中標津町・羅

臼町合併協議会（新市
名称『東知床市』に決
定）�

29日　新出實前中標津町長離
任式�

30日　西澤雄一新中標津町長
初登庁（就任挨拶）�

【2004.10月号】�
表紙写真�
「じゃがいも伯爵まつり＆�
　　　　　　　ふれあい広場」�
10月の主な出来事�
３日　養老牛温泉紅葉まつり�
４日　中標津町総合防災訓練�
７日～町づくりを考える懇談

会及び市町村合併「新
市建設計画（中間）」住
民説明会《町内全18ヶ
所で開催（29日まで）》�

18日　臨時町議会（住民投票
条例可決）�

20日　第12回中標津町・羅臼
町合併協議会�

【2004.11月号】�
表紙写真�
「総合防災訓練」�
11月の主な出来事�
※10月末世帯数10,000戸突破�
10日　第13回中標津町・羅臼

町合併協議会（全ての
合併協定項目の協議終
了）�

　〃　合併協定調印式�
15日　町長室の１日開放�
23日　住民投票告示日（期日

前投票開始27日まで）�
28日　「中標津町が羅臼町と

合併することについて
の可否を問う住民投票」
投票日（即日開票）�

　　　※反対が賛成を上回る�
�

【2004.12月号】�
表紙写真�
「中標津高等学校合唱部、全日
本高等学校合唱コンクール全
国大会で金賞受賞（10月30日
東京都において）」�
12月の主な出来事�
※11月末人口24,000人突破�
３日　文化と体育のつどい�
６日　西澤町長より羅臼町と

の合併を断念するコメ
ントを発表�

15日　運動公園冬季スポーツ
施設使用開始�

�
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民生・児童委員�
に委嘱状伝達�

3

　
社
会
奉
仕
の
精
神
で
、

調
査
、
相
談
、
援
助

に
あ
た
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
十
二
月

一
日
に
改
選
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
新
委
員
十
四

人
を
含
め
、
五
十
四

人
に
西
澤
町
長
よ
り

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
�

地球が丸く見える
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今
年
も
全
国
で
活
躍
し
た
�

松
田
さ
ん
な
ど
を
表
彰
�

3

　
中
標
津
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
は
、
「
文
化
と
体
育
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
文
化
体
育
功
労
者
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
江
差

追
分
で
日
本
一
に
な
っ
た
松
田
美
和

子
さ
ん
、
全
国
バ
レ
ー
大
会
で
準
優

勝
し
た
丸
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
な
ど
三

団
体
十
四
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
川
村
主
将
は

「
涙
を
流
し
な
が
ら
練
習
し
た
か
い

が
あ
り
ま
し
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
表
彰
さ

れ
た
松
田
さ
ん
は
、
日
本
一
の
江
差

追
分
を
披
露
し
大
き
な
拍
手
を
受
け

ま
し
た
。
�

6

平成12年�
（2000年）�

平成22年�
（2010年）�

平成32年�
（2020年）�

平成42年�
（2030年）�

町
制
施
行
か
ら
五
十
五
年�

二
十
五
年
後
の
平
成
四
十
二
年
に
は
…�

な
か
し
べ
つ
の
未
来
は�

　
中
標
津
町
の
人
口
は
、
こ
の
五
年

で
千
人
増
え
二
万
四
千
人
（
十
一
月

末
）
に
な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
現
在
、
な
か
し
べ
つ
の
将
来

人
口
は
ど
う
な
る
の
か
？
こ
れ
ま
で

の
人
口
推
移
と
将
来
推
計
人
口
に
つ

い
て
調
べ
て
見
ま
し
た
。�

23,179人�

24,426人� 24,939人� 24,624人�

推　計（※1）�

※１　将来推計人口は国立社会保障・人口問題研究所が公表してい
る数値を使用。同研究所は、コーホート要因法で推計。コー
ホート要因法は、ある年の男女・年齢別人口を基準として、
ここに人口動態率や移動率などの仮定値を当てはめ将来人口
を計算する方法。（同研究所のホームページで全国市町村人
口を見ることができます）�

釧根地方人口順位�

①釧　　路　　市�
②根　　室　　市�

191,739�
33,150

172,221�
28,644

③中　標　津　町�
　全 道 順 位 で は�

24,426�
31番目�

23,179�
34番目�

③� ②� ②�

④釧　　路　　町�

①�
②�
�

④�22,478 22,595

149,244�
23,836
24,939�
25番目�

①�
③�
�

④� 21,323

123,890�
19,045
24,624�
24番目�

①�
④�
�

③� 19,154

2000年� 2010年� 2020年� 2030年�

中標津空港利用者数�

25
万人�

25
22

H4 H7 H10 H13 H15

20
20

15

10

16
19

5

釧根地方人口順位�
�

　釧根地方の人口（2000年）は、①釧路市が約5割の19万人。その

次が②根室市の3万3千人、③中標津町の2万3千人と続きます。15

年後の2020年に中標津町は根室市（上表）を抜き、2030年には根

室管内人口の39％（８％増加）を占める推

計になっています。また、釧根地方では中

標津町以外、皆減少という厳しい将来人口

になっています。2000年全道市町村人口

では34番目の順位でしたが、2030年には7

市3町を抜き24番目に上昇します。�

2030年の根室管内人口割合�

中標津町�
　　39％�

別海町�
18％�

根室市�
31％�

羅臼町　6％　3,756人�標津町　6％　3,689人�

計�
62,282人�

11,168人�
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「
合
併
断
念
」
�

　
　
町
長
記
者
会
見
�

6

　
西
澤
町
長
は
、
先
の
住
民

投
票
の
結
果
を
受
け
て
、
町

議
会
合
併
問
題
特
別
委
員
会

で
報
告
し
た
後
、
記
者
会
見

に
臨
み
ま
し
た
。
飛
び
地
合

併
や
東
知
床
市
名
称
な
ど
道

民
の
関
心
が
高
い
た
め
、
記

者
会
見
に
は
テ
レ
ビ
局
五
社

を
含
め
、
報
道
十
二
社
十
六

人
の
記
者
が
「
合
併
断
念
」

の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
ま
し
た
。
�

地球が丸く見える
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18～19

　
Ｎ
高
合
唱
部
は
、
入
院
患
者
を
励

ま
そ
う
と
毎
年
、
町
立
病
院
で
ク
リ

ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
メ

ン
バ
ー
が
「
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ

ー
」
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
翌
日
に
開
催
し
た
金
賞
受

賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
坂
本
校

長
が
「
東
京
で
の
全
国
大
会
で
は
、

課
題
曲
の
作
曲
家
千
原
審
査
委
員
な

ど
九
名
の
内
二
名
か
ら
一
位
の
評
価

を
受
け
た
」
こ
と
を
報
告
し
、
演
奏

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
合
唱
部
の
心

を
込
め
た
歌
声
に
多
く
の
町
民
か
ら

あ
た
た
か
い
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
�

7

1万人�

1万5千人�

2万5千人�

2万人�

3万人�

昭和25年�
（1950年）�

昭和35年�
（1960年）�

昭和45年�
（1970年）�

昭和55年�
（1980年）�

平成2年�
（1990年）�

11,569人�

14,782人�

17,090人�

21,187人�
21,900人�

中標津空港��
　平成2年（1990年）にジェット化
した中標津空港は、平成10年の25
万8千人をピークに、昨年は20万６
千人まで減少。今年度は札幌便の増
便などにより前年を上回る見込です。
近年の搭乗率は60％台で推移。�

　中標津町の人口は町制施行から半世紀で２倍余りになり

ました。町制施行前に開通した国鉄標津線は中標津町発展

の大きな原動力となりました。半世紀余り走り続けた後、

廃線になったものの、その翌年中標津空港のジェット化で

乗降客数も飛躍的に伸び、道東の空の玄関口となりました。

この鉄路と空路は中標津町発展の一翼を担い、後者の空路

は今後も重要な役割を担います。人口増の要因の一つ、空

路と鉄路を比較してみました。�

万

「金」の歌声　町民に披露�

�

2000年と2030年を比べ�
人口が増えるのは10市町村�
�
　2030年の人口（2000年を100としたとき）を、
人口指数で見ると、指数が100を超える道内
市町村は10市町村（5.1％）で、残る198市町
村（94.9％）が減少することになっています。
北海道全体では91万人減の476万人になります。�

�

将来（2030年）人口指数が増える
道内市町村（2000年を100とした場合）��
　１．北　広　島　市�
　２．南　　幌　　町�
　３．大　　野　　町�
　４．恵　　庭　　市�
　５．中　標　津　町�
　６．江　　別　　市�
　７．札　　幌　　市�
　８．東　神　楽　町�
　９．上　　磯　　町�
　10．千　　歳　　市�

…120.2�
…111.5�
…109.5�
…107.2�
…106.2�
…105.7�
…102.6�
…101.1�
…101.0�
…100.3

ＪＲ中標津駅　半世紀余の歴史で終止符��
　昭和9年（1934年）、中標津まで開通した標津線は、国鉄からＪＲに変わ
り平成元年（1989年）4月29日55年の歴史に幕を閉じた。開通した当時の
新聞は「駅前には大きなアーチが立てられたほか家々の軒先には国旗が掲
げられ、街角には露店が立ち並んでお祭りをしのぐ賑やかさでした。それ
ぞれ手にした小旗を振って汽車を迎え、根室原野に新しい夜明けの時がき
たことを喜びました。」と記事は伝えています。昭和40年4,322人（１日平均）
あった乗車人員も、20年後の昭和59年には7割減の1,363人まで下降しました。�

中標津町発展の原動力は…�
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【リサイクル料金の一例】�

普　通　乗　用　車�
軽・小 型 乗 用 車�
中・大型トラック�
大型路線・観光バス�

リサイクル料金�
（３品目）�

情 報 管 理 料 金 �

資 金 管 理 料 金 �
�

エアバック類４個、エアコン有の場合�
エアバック類４個、エアコン有の場合�
エアバック類２個、エアコン有の場合�
エアバック類２個、エアコン有の場合�
新車購入時に支払う場合�
車検時または廃車時に支払う場合�

10,000円～18,000円程度�
  7,000円～16,000円程度�
10,000円～16,000円程度�
40,000円～65,000円程度�
　  380円�
　  480円�
　  130円�

リサイクル料金の支払時期�

具体的な金額は�

　カーエアコンの有無やフロン類の充てん量、エアバック類の個数、シュレッダーダストの発生見込み量によって車種ごと
に料金は異なります。�
　具体的な料金は各自動車メーカー・輸入業者が設定し、公表しています。詳しくは各メーカー等にお問い合わせいただく
か、各社ホームページなどでご確認ください。�

リサイクル料金の内訳は�

　フロン類、エアバック類、シュレッダーダストの３品目のリサイクル・適正処理に使われる費用と、リサイクル料金の収
納・管理を行うための費用、リサイクル行程に回った使用済自動車の状況を電子情報で管理するための費用として使われま
す。�
�
※廃車時には、リサイクル料金とは別に、３品目以外の部分に係るリサイクルや適正処理
の費用がかかることがあります。�
※車検の期間が残っている自動車を廃車した場合は、自動車重量税の還付を受けることが
できます。引取業者に引き渡す際にご確認ください。�

シュレッダーダスト料金�
エ ア バ ッ ク 類 料 金 �
フ ロ ン 類 料 金 �
情 報 管 理 料 金 �
資 金 管 理 料 金 �

内
　
　
訳�

◆自動車リサイクル法が�
　スタートしました�
平成17年１月１日から、自動車のリサイクルを進めるための「自動車リサ

イクル法」がスタートしました。現在車をお持ちの方、今後ご購入の方は

自動車リサイクル料金のお支払が必要になります。�

詳しくは、町民生活部生活課環境衛生係まで。�

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
…�

　
使
用
済
み
自
動
車
（
廃
車
）
か
ら
出
る
有
用
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
環
境
問
題

へ
の
対
応
を
図
る
た
め
の
法
律
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
廃
車
一
台
当
た
り
約
八
〇
％
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
り
の
約
二
〇
％
は
「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
」
（
車

の
解
体
・
破
砕
後
に
残
る
ゴ
ミ
）
と
し
て
主
に
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
他
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
の
冷
媒
に
利
用
さ
れ
て
い
る
「
フ
ロ
ン
類
」
は
、
大
気
放
出
さ

れ
る
と
地
球
環
境
を
破
壊
し
、
さ
ら
に
爆
発
性
が
あ
っ
て
処
理
の
難
し
い
「
エ
ア
バ
ッ

ク
類
」
の
三
品
目
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
障
害
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ら
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
リ
サ
イ
ク
ル

の
責
任
を
果
た
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、
自
動
車
所
有
者
・
事

業
者
・
メ
ー
カ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
を
定
め
た
の
が
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
す
。�
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��

健康いちばん�

山　本　雅　彦�町立中標津病院�
内科医長�

　
中
標
津
町
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て

こ
ん
に
ち
は
。
昨
年
七
月
よ
り
内
科
に

赴
任
い
た
し
ま
し
た
山
本
と
申
し
ま
す
。

今
回
は
も
の
忘
れ
、
ぼ
け
等
に
つ
い
て

簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

　
人
間
年
を
と
る
と
、
だ
れ
で
も
も
の

忘
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
も
の
忘
れ
に
は
、
い
わ
ゆ

る
普
通
の
生
理
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち

老
化
に
よ
る
も
の
と
、
病
的
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
両
者
の
鑑
別
は
、
前

者
は
、
そ
の
も
の
忘
れ
の
程
度
が
軽
く
、

あ
ま
り
進
行
せ
ず
、
日
常
生
活
に
は
あ

ま
り
支
障
を
き
た
し
ま
せ
ん
が
、
後
者
は
、

初
め
は
そ
の
程
度
が
軽
く
て
も
進
行
し
、

本
人
が
気
づ
か
な
く
て
も
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
で
、
大
体
区
別

で
き
ま
す
。
�

　
さ
て
、
こ
の
病
的
な
も
の
忘
れ
で
気

づ
か
れ
る
こ
と
の
多
い
い
わ
ゆ
る
知
的

な
機
能
の
障
害
が
ぼ
け
、
専
門
的
な
用

語
で
は
痴
呆
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
痴

呆
に
は
少
し
差
別
的
な
意
味
合
い
が
あ

る
と
し
て
、
今
後
は
認
知
症
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。
�

　
こ
の
痴
呆
の
原
因
で
す
が
、
そ
れ
は

脳
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
疾
患
と
し

て
最
も
多
い
も
の
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
老
年
痴
呆
（
単
に
老
年
痴
呆
と
呼

ぶ
）
と
脳
血
管
性
痴
呆
（
単
に
血
管
性

痴
呆
と
呼
ぶ
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

少
数
で
す
が
、
う
つ
病
、
慢
性
硬
膜
下

血
腫
、
正
常
圧
水
頭
症
、
内
分
泌
、
水

電
解
質
異
常
に
伴
う
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
最
後
に
述
べ
た
少
数
の
も
の
は
、

治
療
に
よ
っ
て
痴
呆
を
改
善
、
ま
た
は

治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
血
管
性
痴
呆

は
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
）
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、

こ
れ
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、

痴
呆
の
進
行
を
あ
る
程
度
抑
制
で
き
ま
す
。

老
年
痴
呆
に
関
し
て
は
、
そ
の
初
期
な

ら
症
状
を
少
し
和
ら
げ
る
薬
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
痴
呆
は
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

う
ま
く
対
応
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
幸
に
し
て
痴
呆
が
進
ん
で
き
て
も
、

介
護
保
険
等
を
使
う
こ
と
で
、
本
人
、

家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
�

　
こ
の
様
に
ぼ
け
（
痴
呆
）
に
関
し
て

は
色
々
と
対
策
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も

し
も
の
忘
れ
等
で
御
心
配
な
ら
一
度
受

診
を
試
み
て
下
さ
い
。
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

「もの忘れ、ぼけ（痴呆、認知症）について」�

な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
情
報
①
�

�◎
第
三
十
回
な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
日
程
決
定
！
�

�　
今
年
で
三
十
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す

「
な
か
し
べ
つ
冬
ま

つ
り
」
の
開
催
日
が

左
記
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
�

　
今
年
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
は
、
道
東
初

の
「
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
ス
キ
ー
シ
ョ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
�

　
そ
の
他
の
イ
ベ
ン

ト
内
容
な
ど
に
つ
い

て
は
、
来
月
号
（
二

月
号
）
及
び
二
月
上

旬
に
発
行
す
る
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

�開
催
日
　
二
月
十
二
日
（
土
）
〜
十
三
日
（
日
）
�

場
　
所
　
総
合
文
化
会
館
し
る
べ
っ
と
広
場
�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
「
な
か
し
べ
つ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
」
�

　
1
（
３
）
３
１
１
１
（
役
場
内
）
ま
で
。
�

�◎
今
年
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
雪
像
制
作
団
体
を
募
集
し
ま
す
�

�　
詳
細
は
一
月
二
十
日
以
降
に
発
行

す
る
イ
ベ
ン
ト
募
集
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、「（
社
）中
標
津

青
年
会
議
所
」
1（
２
）２
４
１
０
ま
で
。
�

※「さっぽろ雪まつり」会場で行われたフリースタイルスキーショー�



10

町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�①
一
月
の
整
形
外
科
診
療
日
は
、
上
記
�

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
●
印
の
と
お
り
で
す
。
�

②
内
科
の
診
療
は
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
�

　
日
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
診
）
�

　
の
午
前
中
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。
�

受
付
時
間
�

　
午
前
八
時
四
十
五
分
〜
午
前
十
一
時

（
自
動
再
来
受
付
機
は
午
前
七
時
四
十

五
分
か
ら
稼
働
）
�

　
詳
し
く
は
、
町
立
中
標
津
病
院
医
事

課
1
（
２
）
８
２
０
０
ま
で
。
�

�町
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

�募
集
団
地
　
あ
ず
ま
グ
リ
ー
ン
団
地
�

・
四
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
平
成
二
年
建
設
　
　
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
二
万
円
〜
三
万
三
千
百
円
�

・
四
階
建
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
平
成
元
年
建
設
　
　
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
八
千
三
百
円
〜
�

　
　
　
　
三
万
四
百
円
�

募
集
団
地
　
泉
団
地
�

・
三
階
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
平
成
十
三
年
建
設
　
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
二
万
二
千
九
百
円
〜
�

　
　
　
　
三
万
八
千
円
�

募
集
団
地
　
計
根
別
団
地
�

・
二
階
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
平
成
八
年
建
設
　
　
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
九
千
円
〜
�

　
　
　
　
三
万
一
千
五
百
円
�

申
込
期
限
　
一
月
十
七
日
（
月
）
�

受
付
場
所
　
管
理
課
住
宅
係
�

選
考
方
法
�

　
町
営
住
宅
運
営
委
員
会
の
意
見
を
聞

い
て
、
入
居
申
込
者
の
住
宅
困
窮
度
の

高
い
方
か
ら
入
居
を
決
定
し
ま
す
。
�

�道
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

�募
集
団
地
　
白
樺
団
地
�

・
二
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
六
十
三
年
建
設
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
七
千
二
百
円
〜
�

　
　
　
　
二
万
八
千
五
百
円
�

申
込
期
限
　
一
月
十
七
日
（
月
）
�

受
付
場
所
　
役
場
管
理
課
住
宅
係
�

抽
　
選
　
日
　
一
月
二
十
一
日
（
金
）
�

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
�

抽
選
会
場
　
役
場
三
〇
一
号
会
議
室
�

入
居
可
能
日
　
平
成
十
七
年
二
月
�

�学
齢
児
童
生
徒
就
学
通
知
書
�

（
入
学
通
知
書
）
の
�

送
付
の
お
知
ら
せ
�

�　
今
年
四
月
に
小
・
中
学
校
へ
新
入
学

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
就
学
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
�

小
学
校
　
平
成
十
年
四
月
二
日
〜
平
成
�

　
　
　
　
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
�

　
　
　
　
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
�

中
学
校
　
平
成
四
年
四
月
二
日
〜
平
成
�

　
　
　
　
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
お
�

　
　
　
　
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
�

発
送
予
定
日
　
一
月
十
四
日
�

　
な
お
、
住
所
変
更
な
ど
に
よ
り
通
知

書
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
や
、
特
別
な

事
情
に
よ
り
指
定
校
の
変
更
を
求
め
る

場
合
は
、
教
育
委
員
会
総
務
管
理
課
学

務
係
ま
で
。
�

�町
立
計
根
別
幼
稚
園
の
�

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
�

�　
平
成
十
七
年
度
の
町
立
計
根
別
幼
稚

園
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
�

募
集
定
員
�

・
年
少
児
（
三
歳
児
）
�

　
平
成
十
三
年
四
月
二
日
〜
�

　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
�

　
定
員
　
二
十
五
人
�

・
年
中
児
（
四
歳
児
）
�

　
平
成
十
二
年
四
月
二
日
〜
�

　
平
成
十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
�

　
定
員
　
三
十
五
人
�

・
年
長
児
（
五
歳
児
）
�

　
平
成
十
一
年
四
月
二
日
〜
�

　
平
成
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
�

　
定
員
　
三
十
五
人
�

募
集
期
間
�

　
一
月
二
十
一
日
（
金
）
〜
二
月
四
日

（
金
）
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
�

税　　金�

M A T I O N

1

ＪＡＮＵＡＲＹ�ＪＡＮＵＡＲＹ�

くらしの広場広場�広場�

１�

�
忘れていませんか？納税！�

�
　町道民税、固定資産税、軽自動車税

及び国民健康保険税、介護保険料の納

付をお忘れの方はいませんか？�

　平成16年度の全納期がすでに過ぎて

います。未納の方は早急に納めましょう。�

　納付書を紛失された方や、納税相談

のある方は各担当係までご連絡ください。�

　税 務 課 納 税 係（内線209）�

　保険介護課保険税係（内線234）�

　保険介護課介護保険係（内線236）�

�

　～町税等各種収納金の�

　　　　　　　納付は口座振替で～�

�

　�

昨年中に登記手続を�
済ますことが�
できなかった方へ�

�

　固定資産税は１月１日現在の土地家

屋所有者に課税されます。�

　したがいまして、昨年において土地

や家屋を売却もしくは譲渡された方で、

昨年中に登記手続きを済ますことがで

きなかった場合には、固定資産税が引

き続き課税されることとなります。�

　また、家屋を取り壊して滅失の登記

（※未登記家屋については取り壊し報

告）をしないと同じく固定資産税が課

税されます。�

　お心当たりのある方は、お急ぎ税務

課資産税係（内線286）まで御相談く

ださい。�

�

�

確定申告が近づいてきました�
�

　平成16年分の所得税の確定申告の相

談及び申告書の受付が２月16日（水）

から（還付申告の受付は１月４日から）

始まります。申告書の受付は３月15日

（火）までですので、お早めの提出を

お願いします。�

　詳しくは、根室税務署10153（23）

3261まで。�

3 

10

17

4 

11

18

25

5 

12

19

26

�

6 

13

20

27

�

7 

14

21

28

�

1 

8 

15

22

29

�

2 

9 

16

日 月 火 水 木 金�土�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（1 0154-22-0111）�
日時／１月18日（火）午後１時～午後５時、１月19日（水）午前９時～午前11時30分　　場所／中標津町経済センター�

23
30

24
31

�
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I N F O R M

ＪＡＮＵＡＲＹ�

くらしの広広場�くらしの広
願
書
提
出
先
�

　
町
立
計
根
別
幼
稚
園
�

　
願
書
、
募
集
要
項
な
ど
は
計
根
別
幼

稚
園
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
計
根

別
幼
稚
園
1
（
８
）
２
３
３
６
ま
た
は

教
育
委
員
会
総
務
管
理
課
学
務
係
ま
で
。
�

�「
指
名
願
い
」を
受
け
付
け
ま
す
�

�　
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
測
量
・

設
計
委
託
、
物
品
の
納
入
、
買
い
取
り

な
ど
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加

に
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

「
指
名
願
い
」
が
必
要
で
す
。
（
申
請

を
し
て
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
）
�

　
町
で
は
、
平
成
十
七
年
・
十
八
年
度

の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を

二
月
一
日
（
火
）
〜
二
月
二
十
八
日

（
月
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
�

（
※
平
成
十
五
年
・
十
六
年
度
の
資
格
は
、

三
月
三
十
一
日
で
失
効
す
る
の
で
、
新

た
に
申
請
が
必
要
で
す
。
）
�

　
詳
し
く
は
、
物
品
の
納
入
、
買
い
取
り
、

役
務
の
委
託
な
ど
に
つ
い
て
は
、
企
画

財
政
課
用
度
係
ま
で
。
建
設
工
事
、
測

量
・
設
計
委
託
な
ど
に
つ
い
て
は
、
管

理
課
管
理
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
�

　
な
お
、
物
品
の
納
入
、
買
い
取
り
、

役
務
の
委
託
な
ど
の
基
本
的
資
格
要
件

の
う
ち
、
従
業
員
数
関
係
が
一
部
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
物
品
納

入
等
の
申
請
要
領
・
様
式
は
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
�

�北
海
道
競
争
入
札
参
加
資
格
�

審
査
申
請
の
受
付
の
お
知
ら
せ
�

�　
根
室
支
庁
で
は
、
平
成
十
七
・
十
八

年
度
に
北
海
道
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
、

物
品
購
入
等
、
ボ
イ
ラ
ー
等
運
転
操
作
、

清
掃
・
警
備
及
び
消
防
設
備
点
検
等
の

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
根
室

支
庁
管
内
の
皆
様
の
資
格
審
査
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
�

受
付
期
間
　
①
一
月
十
三
日
（
木
）
〜
�

　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
一
日
（
金
）
�

　
　
　
　
　
②
二
月
一
日
（
火
）
〜
�

　
　
　
　
　
　
二
月
十
日
（
木
）
�

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
〜
�

　
　
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
�

受
付
場
所
�

・
建
設
工
事
等
…
根
室
支
庁
二
階
�

　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
室
�

・
物
品
の
購
入
等
…
根
室
支
庁
会
計
課
�

　
　
　
　
　
　
　
　
出
納
需
品
係
�

・
清
掃
・
警
備
等
…
根
室
支
庁
総
務
課
�

　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
係
�

◎
中
標
津
町
の
方
の
集
中
受
付
�

日
時
　
一
月
十
九
日
（
水
）
�

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
〜
�

　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
�

場
所
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
�

　
　
　
第
１
研
修
室
�

　
申
請
書
用
紙
の
配
布
な
ど
、
詳
し
く
は
、

建
設
工
事
等
・
物
品
の
購
入
等
は
根
室

支
庁
総
務
部
会
計
課
1
０
１
５
３
（
２

４
）
５
４
３
０
、
清
掃
・
警
備
等
は
同

総
務
課
1
０
１
５
３
（
２
４
）
５
４
１

４
ま
で
。
�

�畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
�

利
用
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ
�

�　
平
成
十
七
年
度
の
研
修
会
受
付
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
町
畜
産
食
品
加

工
研
修
セ
ン
タ
ー
1
（
８
）
２
２
１
６

ま
で
。
（
受
付
時
間
は
、
午
前
八
時
四

十
五
分
〜
午
後
五
時
ま
で
。
）
�

携帯サイトに「冬道情報」が仲間入り�
　中標津町ホームページの携帯サイトに、今冬より町道の道路

情報を掲載しています。内容は、『○○時○○分現在○○地区

は地吹雪のため通行注意』というような内容です。冬道の安全

運転にお役立てください。�

　「冬道情報」は中標津町携帯サイトhttp://j.nakashibetsu.jpのト

ップページから、「防災情報」→「冬道情報」をたどると閲覧

できます。�

健　　康�

骨粗しょう症検診のお知らせ（２月分）�
�
　２月分の予約の受付についてお知ら
せします。�
申込期間　１月６日～１月20の平日�
実施期間　２月１日～２月28日の平日�
内　　容　問診、骨密度測定、診察�
対　　象　20歳以上の女性�
料　　金　1,000円（70歳以上500円）�
定　　員　１日２人�
実施場所　町立中標津病院�
申 込 先　中標津町保健センター（成
　　　　　人保健係）12－2733まで�
�
�
�
�
�
2005年農林業センサスが�

実施されます�
�
　農林水産省では、平成17年２月１日
現在で、「2005年農林業センサス」を
実施します。この調査は、わが国の農
林業・農山村地域の実態を明らかにす
る最も基本的な調査で、今後の農林業
の政策に役立てるために５年ごとに実
施される極めて大切な調査です。�
　１月中旬から農林業を営んでいる皆
様のところに調査員が伺い、調査票に
農林業の経営状況などの記入をお願い
しますので、ご協力をお願いします。�
　詳しくは、総務課広報・調査係まで。�

自然を愛し　美しいまちにしましょう　町民憲章より�

�
馬を飼養している方々へ�
（馬パラチフス感染を予防しましょう！）�
�
　本病は、馬パラチフス菌で汚染され
た飼料・飲水等を摂取することにより
起こります。馬パラチフス菌は、流産
胎児・悪露・膿汁等とともに排出され、
患馬・人（足等）・野犬・キツネ・カ
ラス等により伝染すると考えられてい
ます。�
　分娩シーズンを控え、畜舎消毒及び
掃除を励行し、馬パラチフスによる流
産馬・流産菌症・子馬病を予防しまし
ょう。�
　なお、流産等、異常が見られた場合
は獣医師に連絡して病性鑑定を受けま
しょう。�
　詳しくは、根室家畜保健衛生所1

（５）2439または役場農林課畜産係ま
で。�

研修会の月�受付開始月日�

　４月・５月�

　６月・７月�

　８月・９月�

　10月・11月�

　12月・１月�

　２月・３月�

�

　２月25月f～�

　４月25月b～�

　６月24月f～�

　８月25月e～

　10月25月c～�

　12月22月e～�

統　　計�



�

こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

　
今
月
号
か
ら
町
の
提
言
Ｂ
Ｏ
Ｘ
な
ど
に

寄
せ
ら
れ
た
要
望
・
意
見
な
ど
に
対
し
、

回
答
し
た
内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。�

　
　
　�

Ｑ
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
「
給
食
費
の
滞

納
額
最
悪
」
と
の
記
事
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
対
応
・
対
策
を
考
え
て
い
る
か
？�

�

Ａ
　
学
校
給
食
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ

き
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
給
食
費
に
つ
き

ま
し
て
は
保
護
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

新
聞
報
道
の
と
お
り
給
食
費
の
滞
納
額
は

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
完
納
に
至
る
ま
で

徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
納
率

向
上
を
図
る
た
め
、
給
食
だ
よ
り
に
よ
る

啓
発
、
そ
し
て
夜
間
訪
問
や
督
促
体
制
を

強
化
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
か
ら
更
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
や
夜
間
訪
問
、

督
促
回
数
の
増
加
な
ど
滞
納
整
理
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
一
層
の
体
制
を
強
化
し
、

収
納
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し�

ま
す
。�

（
教
育
委
員
会
・�

　
学
校
給
食
セ
ン�

　
タ
ー
）�

平成17年�1
VOL.505 （　） 内は前月比�

誕生   22人    死亡  17人�
転入 103人    転出  58人　�

11月30日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

24,016（＋50）�
11,819（＋46）�
12,197（＋  4）�
10,057（＋30）�

なかしべつ�

十
一
月
二
十
八
日
に
実
施
し
た
羅
臼
町
と
の
合
併
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
で
、

中
標
津
町
民
は
「
合
併
に
反
対
」
の
選
択
を
し
ま
し
た
。
住
民
投
票
の
結
果
を
受

け
て
、
西
澤
町
長
は
合
併
問
題
特
別
委
員
会
（
十
二
月
六
日
）
で
「
羅
臼
町
と
の

合
併
断
念
」
を
表
明
し
、
続
く
十
二
月
定
例
町
議
会
で
「
同
町
と
の
合
併
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
今
後
も
、
近
隣
町
と
協
力
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
の

地
域
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
行
政
報
告
し
ま
し
た
。�

町
議
会
で
合
併
に
対
す
る
西
澤
町
長
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
�

市
町
村
合
併
�

市
町
村
合
併
�

十
二
月
町
議
会�

「
羅
臼
町
と
の
合
併
断
念
」を
報
告�

�

 
西
澤
町
長
は
、
十
二
月
十
三
日
の
定

例
町
議
会
の
行
政
報
告
で
、
羅
臼
町
と

の
合
併
に
つ
い
て
、
住
民
投
票
の
結
果

を
報
告
し
た
後
、
「
投
票
し
た
六
割
の

方
が
反
対
の
意
思
表
示
を
し
て
お
り
、

非
常
に
残
念
な
結
果
で
す
。
こ
の
結
果

を
重
く
受
け
止
め
、
羅
臼
町
と
の
合
併

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
。
今
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
三
位
一
体

の
改
革
、
道
州
制
な
ど
大
き
な
時
代
の

転
換
期
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
運

営
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
自
己
決
定
、

自
己
責
任
が
問
わ
れ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
近
隣
町
と
協
力
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
中
核
都
市
を

目
指
す
努
力
を
続
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
中
標
津
町
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
、

行
政
、
議
会
、
町
民
が
一
致
協
力
し
、

こ
の
町
や
地
域
の
発
展
に
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
「
羅
臼
町
と
の
合
併
」
を
議
会
に

提
案
せ
ず
、
町
単
独
で
の
町
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�
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